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 井上ひさしの戯曲『うかうか三十、ちょろちょろ四十』をもじった「ちょろちょろ六十、うかうか七十」

という思いを今の私はもっているのだが、とは言え、放送大学宮城学習センター客員教員の 5 年間は、私に

はそれなりに充実したものとして実感されてもいる。 

 （前センター長の説明によれば）客員教員の業務は、まず、学生の学習相談を受けることである。5 年間で

10 件にも満たなかったものの、卒論の相談は 3人からあり、その指導に時間を費やしたから、主たる業務を、

そこそこ、こなしたとは言えようか。もう一つの主要業務はゼミだった。作文指導をという意向がセンター

長にはあるようだったが、言わば「逃げ」て、「くずし字入門」ゼミを設けることとした（この件については

後述）。 

 毎年 1 回の面接授業の外に、ミニ講義という業務もあった。平成 28 年のオープンキャンパスでは、「〈伊達

騒動〉の文芸」を講じ、実録『仙台萩』で描かれる型どおりの悪である伊達兵部・原田甲斐に対して、善の側

に立つはずの片倉小十郎が原田一族をだまし討ちにする「忠義」の奇妙さを取り出した。同年には「放送大

学の集い in 角田」もあり、ミニ講義「『八犬伝』の主題」において、義のために死ぬほかなかった親たちの

不幸を子供世代の後栄によって補償する意図が『八犬伝』の全体をつらぬいている、という自説を慌ただし

く語った。平成 29 年 3 月の入学者の集いでは、「古典文学を読むこと」と題して、平安時代後期の『堤中納

言物語』中の一篇「虫めづる姫君」について話した。恐ろしげなる虫を集めて喜んでいる姫君の奇矯さを笑

うといった筆致で書き進められ、いたずら好きの貴公子がこしらえた蛇に驚かされるところで物語は閉じら

れる。末尾の「二の巻にあるべし」という予告は、毛虫に重ねるようとする姫君の描写、虫こそが蝶になる

のであり本地をたずねるのが素晴らしいのだという姫君の論理に留意するならば、この虫めづる姫君こそが

蝶のような姫君に生まれ変わるという展開を予想させる鍵語なのだ。定説とは異なる解釈を例示して、教科

書的なまとめを頭に入れるのではなく、自ら作品にぶつかっていくのが大学での学習ではないかと刺激して

みたのである。 

 あとで知ったのだが、修学旅行を引率し、バス内でミニ講義をするという業務もあった。一度目の米沢神

社行では、米沢上杉家から妻を迎えた吉良上野介の子を養子に迎えたのが上杉家四代藩主綱憲であったこと、

とすれば尾崎士郎『人生劇場』が吉良家の領地であった三州吉良では『忠臣蔵』の上演が禁忌であったと伝

えたように、米沢でも領主の仇である赤穂義士の芝居など上演できなかったのではないか、と疑問を述べて

講義に替えた。二度目の啄木記念館行では、中学時代の啄木が成績を下げつつ、『一握の砂』『悲しき玩具』

などの三行書きの平明な啄木短歌とは異なる明星派的な短歌世界に心ひかれていったことを紹介した。 

 私がもっとも意を注いだのはゼミで、黄表紙、人情本、読本、地誌など、比較的読みやすい江戸時代の版

本を使って、文字を読む力をつけてもらうことに努めた。2期目からは初級・中級の 2コース制に拡張せざる

をえなかったが、中級コースでは伊達騒動の読本『絵本金花談』12巻を、初級コースでは、『百人一首一夕話』

9 巻を全体の 3 分の 1 ぐらいまで、その内容について考察することは後にまわし、ひたすらくずし字を読み

続けた。 

 こう書き出してみると、「それなりの充実」という私の実感を共有していただけるのではないかと思う。だ

が、ゼミ初級コースの締めくくりの発表では、県立図書館などで調査して詳細なレジュメを作成してくれた

学生の力に驚かされたし、中級コースの学生たちは、『絵本金花談』読解の成果を一書にまとめようと、自発

的な作業を進めてくれている。学生たちの意欲や積極性をあらためて確認するとき、私の充実感はさておき、

学生たちにより充実した学習を提供する別の方法もあったのではなかったかと悔やまれるのである。 

客員教授 石川秀巳 

客員教員として、やれたこと・やれなかったこと 



2 

 

 

ビーグル号航海中のダーウィン 
 

客員教授 遠藤宜成 

 

進化論で有名なチャールズ・ダーウィンは 20 歳そこそこでビーグル号の 4 年に及ぶ長期航海に参加した。

主に南米沿岸の測量を目的とした航海だった。医師にならなかった息子の将来を心配してか、高名な医師で

ある父親は反対していたが、叔父さんの説得で実現することになった。ダーウィンの役目は船長の話し相手

になることと寄港した各地の地質、博物学調査であった。ただし無給だった。ダーウィンが参加を希望した

のは 18世紀に南米の調査を行って世に知らしめたフンボルトの影響が大きかったようだ。航海の目的が沿岸

域の測量だったので、ダーウィンはかなり自由に内陸を旅行し調査を行うことができた。ダーウィンには 3

人の姉と 1人の妹がおり、彼女らは交替で近所のできごとを手紙に書いてダーウィンの寄港地に送っていた。

母親はダーウィンが小さいときに亡くなっている。ダーウィンから届いた手紙は家族で回し読みし、近所の

人にも見せていた。兄も 1人いるが手紙は一度しか書いていない。航海中の家族、友人(ガールフレンド)も、

大学の先生との手紙のやりとりを通してダーウィンの人となりやどのような生活を送っていたのかが想像で

きる。手紙から判断するとダーウィンは好青年だったように思われる。 

 彼は船に弱く、ビーグル号が外洋に出るには小さすぎる船だったこともあって、航海中ずっと船酔いに悩

まされていた。航海の後半にはもう海も船も見たくないと書いている程である。彼の興味深い著書「ビーグ

ル号航海記」からはこれほど船酔いに苦しんでいたとは想像できない。私も仕事柄長期航海は何度か経験し

たが 3 日すると船酔いは収まる。ビーグル号の寄港地のいくつかに私も寄港したことがあり、ダーウィンが

どのような印象を持ったかにも関心があった。ブラジルの生物多様性には大変感激した様子がうかがえるが、

それ以外の場所では主に地質学に関心を持って調査したようで、現地の様子や人々との交流にはあまり触れ

られていない。ダーウィンというとガラパゴス諸島が思い浮かぶが、書簡集にはガラパゴスの記載がほとん

どない。実はガラパゴスに関する手紙は紛失してしまったという。もっとも航海も終盤になるとイギリスに

帰るのを心待ちにして他のことは心中になかったのかも知れない。家族も早く航海を切り上げてイギリスに

帰ったらどうかと勧めている。 

 ダーウィンとほぼ同時期に進化論の理論を思いついていたウォレスは貧しい家の出で、生活のためにブラ

ジルやマレー諸島で生物採集を行っていた。彼の著書「マレー諸島」は自然史だけでなく現地の人々との交

流も書いてあって楽しく読める読み物である。功名心の少ない人だったらしい。このウォレスとダーウィン

の関係を知りたくて、二人の間で交わされた書簡集を読み始めている。航海後のダーウィンの進化論構築に

向けた思考の過程も分かるかも知れない。 
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－窓口での受け取り－ 

入学許可書または、有効期限切れの学生証をお持ちください。 

－郵送での受け取り－ 

任意様式に氏名、学生番号、電話番号を記入の上、下記（3点）を同封して宮城学習センター宛に

郵送してください。 

・入学許可書のコピーまたは、有効期限切れの学生証 

・身分証明書（顔写真付きのもの） 

・返信用封筒（住所・氏名を明記の上、84円切手を貼付） 

学生証には有効期限があり、更新が必要です。 

有効期限は学生証の左下（写真下部）に記載されています。 

全科履修生：2年間 

選科履修生：1年間 

科目履修生：半年間（1学期間） 

学生証の交付・更新について 

学生旅客運賃割引証（学割証）について 

図書室の利用、単位認定試験受験の際には学生証が必要です。学生証は 4 月以降に窓口での受け取り、

または、郵送での受け取りができます。 

なお、窓口での受け取りをご希望の方は、感染症予防対策を充分に行った上でお越しください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

利用が認められます 
 

○面接授業の受講、単位認定試験を受験する場合 

○放送教材等の再視聴及び図書室を利用する場合

（所属学習センターに限る） 

○大学が主催する学校行事への参加 

○オリエンテーション及び学習相談への出席 

 ※確認ができる書類などが必要です。 

○卒業研究や研究指導のため指導教員の指示により

移動する場合 ※確認ができる書類などが必要です。 

 
利用が認められません 

 
×社会体育参加 

×サークル活動 

×個人的用務 

×単位互換のための他大学への通学 

×必要書類の提出がない場合 

×学割証発行願に不備がある場合、 

又は利用目的の事実確認が取れない場合 

旅客運賃の割引制度は、修学上の経済的負担を軽減し、学校教育の振興に寄与するために設けら

れている制度です。宮城学習センター事務室で発行いたします。 

【対 象】(教養学部）全科履修生  （大学院）修士全科生 
【学割証の種類】①(JR)一般普通回数券 ②(JR)普通乗車券(片道区間が 100 ㎞を超える場合) 

教育研究活動中の事故に備えた保険です。（略称：学研災） 

保険料：6年間で 100 円（学籍が切れた場合は資格失効します） 

すべての種類の学生が被保険者となる任意の保険ですが、面接授業の科目によっては、加入が

条件となりますので、授業概要（シラバス）をご確認ください。随時、学習センターで受付して

おりますので、窓口までお越しください。 

学生教育研究災害傷害保険について 
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《お願い》 
・はじめに学生証を図書室カウンターに提出してください 

・飲み物は、しっかり蓋のできるものに限り持ち込めます。 

・室内での電話はお控えください。マナーモードにするか電源を切ってください。 

・「学習センター利用の手引」に図書室利用の詳細を掲載していますので、ぜひご活用ください。 

《図書》 
・付属図書館から図書を取り寄せて、ご自宅で利用できます。（雑誌等はセンター内での利用です。） 

学習センターで受け取る場合は、送料無料です。 

・宮城学習センターでは、図書の貸出をしています。詳細は、図書室でお尋ねください。 

《放送授業》 
・視聴学習室には、放送授業の再視聴専用のタブレットがあります。 

開講中の全科目の視聴ができます。 

・放送教材（DVD・CD）は、2018年度までに開設された学部の科目と、2017年度までに開設された

大学院の科目の教材があり、センター内でご利用いただけます。   

・放送教材（DVD・CD）を郵送で大学本部からご自宅に取り寄せて利用することができます。 

詳しくは「学生生活の栞（学部 P33～大学院 P44～）」または Webページ「放送教材（DVD・CD）の

郵送貸出<アドレス https://www.ouj.ac.jp/hp/BorrowDVD_v01/>を参照してください。 

郵送による提出期限 

2020年 5月 15日（金）～5月 29日（金）必着 
 

Ｗｅｂ通信指導による提出期限 

2020年 5月 8日（金）10:00～5月 29日（金）17:00 
システムＷＡＫＡＢＡ⇒学内リンク⇒Ｗｅｂ通信指導 

一部の科目を除き、インターネット上で、通信指導問題の提出・解説の閲覧ができる「Ｗｅｂ

通信指導」が利用可能です。「Ｗｅｂ通信指導」で通信指導問題の提出（送信）を行った場合には、

郵送による提出は不要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮城学習センターの全科履修生、大友湧皓さんが所属する「環境系学生

団体 海辺のたからもの」が仙台若者アワードの最優秀賞と会場共感賞を

ダブル授賞しました。この学生団体は海洋ゴミからアクセサリーを作っ

たり、海洋ゴミ問題を子ども達に伝えたりしている団体です。仙台若者

アワードとは社会の様々な課題解決を目指す若者の活動を表彰するもの

で、仙台市、一般社団法人ワカツク、コカ・コーラボトラーズジャパンの

3者でつくる実行委員会が企画しています。今回が 3回目だそうで、17団

体が応募し、一次審査を通過した 10団体が昨年 11月 14日に開催された

最終審査に臨みました。大友さんは私のゼミ「地球温暖化と海洋生態系」

にも熱心に取り組んでいます。今後の活躍にも期待しましょう。 

客員教授 遠藤宜成 

「学生の表彰」 

通信指導が未提出、または、不合格の方は、 

単位認定試験を受験できません。 

通信指導の提出について 

図書室の利用について 
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10：00に職員が抽選を行います。10：00～12：00の間に事前申請者へ抽選結果を電

話で連絡します。12：00までに電話に出ることができない方は、同日の 15：00まで

に必ずご本人から事務室までお問い合わせください。 

空 席 状 況 確 認 方 法 

 

放送大学トップページ 

 

システムＷＡＫＡＢＡへログイン 

 

面接授業（第 1学期）のページ 

 

お知らせ 

 

空席状況のお知らせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

科目登録決定後、『空席のある科目』については、授業を実施する学習センター窓口で追加登録を 

受付けます。原則として、開講日の 1 週間前まで受付をしておりますので、この機会を活かして 

面接授業にご参加ください。宮城学習センター開講科目の手続き方法は以下のとおりです。 

なお、手続き方法は学習センター毎に異なりますので、ご注意ください。 

空席状況を確認（４月 18 日(土)12:00 発表） 
 

学習センターの掲示板、放送大学ホームページでご確認ください。 

申請書は学習センターにありますが、面接授業時間割表の巻末にもついています。 

放送大学ホームページからもダウンロードできます。 

（郵送する場合は学生証のコピーを貼付してください） 

※申請書は、4月 23 日(木)までに宮城学習センターに提出してください。 

抽選（４月 24 日(金)） 
 

学習センターに授業料を納付（受講する面接授業初日の 1 週間前まで） 
 

学習センター窓口へ直接納付、または、郵送の場合は、 

①授業料、②返信用封筒（宛先を明記の上、84 円切手を貼付）を現金書留で納付

してください。 

抽選後、空席がある科目は先着順で受付 
 

学生証と授業料を窓口へ持参してください。（お釣りのないようにお願します） 

郵送で申請する場合は、 

①追加科目登録申請書（学生証コピー貼付）、②授業料 

③返信用封筒（宛先を明記の上、84円切手を貼付）を現金書留で郵送してください。 

4月 24日（金）15：00～システムＷＡＫＡＢＡでリアルタイムに空席状況の確認ができます。 

システムＷＡＫＡＢＡへログイン→教務情報→科目登録申請→空席照会→希望の科目を検索 

ログインＩＤ、初期パスワードは入学許可書に記載されています。 

不正利用防止のため、初期パスワードは、必ず変更してください。 

（８文字以上 英字（大小問わず）数字を１文字以上含むこと） 
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当学習センター客員教員が、学習上の諸々の相談に応じています。 

学習相談の実施曜日・時間は、原則下記のとおりです。都合により、日程の変更や休止

をする場合があります。相談を希望する場合は、事前に事務室にお申込みください。また、

客員教員が客員教員室に在室中は、予約なしでも相談に応じることができます。 

相談時間は、原則 30分程度を目安としています。 

吉田
よ し だ

 浩
ひろし

 

生活と福祉・社会と産業 

／経済学 

第 1・3・4・5日曜日 

10：00～14:00 

第 2水曜日 

13：00～17:00 

玉川
たまかわ

 勝美
か つ み

 

生活と福祉／食品衛生学 

第 1・2・3金曜日  

11:00～15:00 

  

佐藤
さ と う

 伸
のぶ

宏
ひろ

 

人間と文化 

／国文学・比較文学 

第 1・2・3木曜日 

10:00～14:00  

鈴木
す ず き

 岩
いわ

弓
ゆみ

 

人間と文化／宗教学 

毎金曜日  10:00～14:00 

和田
わ だ

 裕一
ゆういち

 

情報／認知心理学 

第 2・第 4火曜日 

13:00～17:00 

吉田
よ し だ

 信彌
し ん や

 

心理と教育／心理学 

毎土曜日 11:30～15:30 

秋永
あきなが

 雄一
ゆういち

 

社会と産業／教育社会学 

毎火曜日 13:00～17:00 

石
いし

幡
はた

 直樹
な お き

 

人間と文化／英文学 

毎水曜日（4月～7月） 

11:00～15:00 

毎火曜日（8月～3月） 

10:00～14:00 

斎藤
さいとう

 善之
よしゆき

 

人間と文化／日本経済史 

毎水曜日 13:00～17:00 

遠藤
えんどう

 宜
よし

成
なり

 

自然と環境／生物海洋学 

毎金曜日 13:30～17:30 
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ふるさとの環境問題を振り返る 

歴史の中に見る環境汚染と食品衛生 

身近な寄生虫食中毒（目黒寄生虫館を訪ねて） 

気をつけたい自然の毒 

仙台市科学館「きのこ展」の見学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

日時：第 2水曜 

15：30～16：30 

 

 

初回：5/13（水）  

定員：10名 

このゼミでは、論説として発表された文章を読む練習をします。 

新聞の社説、学術論文、雑誌に発表された論稿等を比較しながら読むことで、

「学問的に正しく考えを伝えるために必要な文章の条件」を考えていくこと

にします。アカデミックな文章とジャーナリスティックな文章の違いはどこ

にあるのか等、読むだけではなく書くことを意識しながら文章を読み解く方

法を考えていきます。 

  

日時：第 3金曜日 

   13:00～14:30 

 

 

初回：5/15（金）  

定員：20名 

 

 

 

 

 

 

昨年度に引き続き、「食と環境」をめぐる様々な話題を取り上げ、学際的な

切り口で一緒に「一口知識」を増やしていきたいと思います。今期は一応、

下記のテーマで話題を提供しますが、要望があれば随時内容を見直し、また、

必要に応じ現地見学会なども組み込んでみたいと思っています。 

 

予定  

第 6 回 5/15（金） 

第 7 回 6/19（金） 

第 8 回 7/ 3（金） 

第 9 回 8/21（金） 

第 10 回  9月下旬 

＊「第〇回」は、前学期からの通し番号です。今学期からの参加もできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受講希望の方は、4/28（火）から受け付けます。事務室窓口、電話、メールでお申込みください。

定員になり次第締め切ります。ゼミの場所については、「本日の部屋割り」でご確認ください。 

受講料は無料です。なお、課外授業のため、単位にはなりませんのでご注意ください。 

前学期から引き続き受講を希望される方も、お申込みが必要です! 

玉川 勝美先生 

食と環境の科学 

吉田 浩先生 

論説を読む -ジャーナリスティックな文章、アカデミックな文章- 
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曜日：隔週 土曜日 

    

 

初回：5/9（土）  

   13:00～ 

定員：20名 

 

 

 

 

ノーベル経済学賞受賞者のリチャード・セイラーの著作『行動経済学の逆

襲』（早川書房）をテキストに行動経済学に知見を学び、そこから人間性につ

いての洞察を深めましょう。 

大学の授業によくある担当者のレジメをもとに進めるという方式はとりま

せん。テキストに書かれてあることから自由に討論しましょう。楽しく、気

軽にご参加ください。 

従来の経済学が想定していた自己の利益を最大化するように合理的に計算

高く行動する人間像とは異なる人間の実像を明らかにする行動経済学の論法

を学びましょう。テキストは、行動経学とは何か、という教科書的には書か

れておらず、著者の自伝風に書かれ、アメリカの経済学界の様子もうかがい

知れる面白い記述になっております。そのテキストを読むことによって、人

間性への理解を深めるのが本ゼミの目標です。 

 

＊2回目以降の時間は受講者相互の都合が合う時間を設定します。 

初回の授業（5月 9日）で決める予定です。 

 

  

曜日：原則 月 2回 

   15:00～16:30 

ただし、参加者数に応

じて調整いたします。 

 

初回：5/12（火）  

 

定員：特になし 

 

 

 

 

 

引き続き同じテーマで行います。新規に参加される方々を大いに歓迎しま

す。放送大学ではメディアを通じた自学自習と各学習センターでの面接授業

の受講が中心となっていますが、このミニゼミはもっとも「大学」らしい演

習形式で運営します。ゼミの参加者が学習センターという「場」を共有して、

みずから設定した課題について自身で調べ「研究」した結果・途中経過を報

告して議論するという形式です。全科履修生で卒業研究をまとめたいと思っ

ている方には、個別の学習相談と併行して他の学生の方々のまえで報告する

場として活用していただきたいと思います。また、「学習」から一歩進めて「研

究」に踏み出したいという意欲のある選科履修生の方・科目履修生の方も、

「卒業研究」の形をとらないまでも、なんらかのかたちでその成果をまとめ

るきっかけにしていただければと思います。参加者が少なすぎるとせっかく

集まって議論しても効果があまり期待できないので、多くの方々の参加を期

待します。わたしの役目は「研究」の進め方についてのアドバイスに重きを

置きますので、各自のテーマについては可能なかぎり限定しません。 

第１回目は、ゼミの進め方・予定について説明します。 

 

 

 

 

吉田 信彌先生 

行動経済学の逆襲 

秋永 雄一先生 

「研究」入門 
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日時：第 1・3金曜日 

   14：00～ 

 

 

初回：5/15（金）  

定員：20名 

 

 

 

地球表面積の 70％を占める海は地球環境に大きな影響を及ぼしています。

海に生息する生物も食料を供給してくれるだけでなく、地球環境の維持に大

きく貢献しています。ところが温暖化によって海洋生態系が変わりつつあり

ます。このゼミでは地球温暖化がどのように海の生態系に影響を及ぼすのか

を考えます。教科書として日本海洋学会編「海の温暖化－変わりゆく海と人

間活動の影響－」朝倉書店を使います。このテキストを使って 2年目ですが、

より深い理解と最新情報の取得もめざします。 

 

日本海洋学会編「海の温暖化－変わりゆく海と人間活動の影響－」 

朝倉書店は、各自で入手してください。 

 

  

日時：水曜日 

14:00～16:00 

 

 

初回 

初級：5/13（水） 

中級：5/20（水） 

定員：各 15名程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

江戸時代の古文書の写真版（コピー）を用いて講読します。テキストは地

元仙台の江戸時代の地誌を予定しています。くずし字を読み解きながら、昔

の仙台の地誌を読んでいきます。 

初級（入門）と中級を隔週で開講します。古文書の初心者は初級を受講さ

れることをおすすめします。初級を受講済みの方および古文書経験者は中級

を受講されることをおすすめします。初級と中級の両方を受講することもで

きます。 

お申し込みの際には①初級受講希望、②中級受講希望、③初級と中級の両

方受講希望のいずれかを明記してください。なお申し込み人数によっては、

初級クラスと中級クラスの人数調整をさせていただくかもしれません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 初級 中級 

１ ５月１３日 ５月２０日 

２ ５月２７日 ６月 ３日 

３ ６月１０日 ６月１７日 

４ ６月２４日 ７月 １日 

５ ７月  ８日 ７月１５日 

６ ９月１６日 ９月２３日 

７ ９月３０日 １０月 ７日 

 

 

 

遠藤 宜成先生 

地球温暖化と海洋生態系 

斎藤 善之先生 

江戸時代の古文書を読む－くずし字解読講座－ 
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日時：5月～7月 

第 2・4水曜日 

13：00～14：30 

 

8月以降 

   第 2・4火曜日 

   10：30～12：00 

 

初回：5/13（水）  

定員：20名 

 

英語で書かれた詩を対訳と脚注つきのテキストで読んでいきます。人々が

人生で感じる様々な思いがどのように短い詩に刻み込まれているのかを聴い

て、読んで、感じ取ってみましょう。私たちを包みこむきびしくも優しい大

自然、心に抱く生や死への希望や不安、幸福感や悲哀に満ちた日々のできご

と、広大な宇宙に生存する自己を見つめるまなざしなど、人間のさまざまな

思いが描かれた作品の内容を理解し、それをきっかけとして多彩なテーマに

ついて考えてみます。今回は『アメリカ名詩選』の 20番目あたりの詩から読

み始めます。 

 

『アメリカ名詩選』（岩波文庫）を用いますので各自入手してください。 

 

  

日時：原則 毎月 

   第 2・4金曜日 

   12：30～14：00 

 

 

初回：5/8（金）  

定員：特になし 

 

 

「民間信仰」は翻訳語ではなく、日本で作られ、漢字文化圏に広まった学

術用語である。本ゼミでは、①この語を造語した姉崎正治が、旧仙台藩で実

施した調査をまとめた「中奥の民間信仰」（1897年）の精読を行うと共に、②

それを参考に身近な「民間信仰」の事例検討を行う。可能なら、ゼミ参加者

自身のフィールドワークも、織り交ぜてみたい。なお、このゼミは令和元年

度からの続きとして実施する。 

 

＊姉崎正治「中奥の民間信仰」（『哲学雑誌』第 12巻第 130号、1897年 12月）

は、配付します。 

  

日時：第 2・4火曜日 

   15：00～16：30 

 

 

初回：5/12（火）  

定員：20名 

場所：パソコン室 

 

 

 

 

 

このゼミではいろいろな心理学の実験や調査を実際に体験することを通し

て、心理学という学問分野の多様性と方法論を学ぶことを目的とします。本

ゼミでは（可能な限り）コンピュータ室の PCを利用して実験や調査を行い、

自らが実験参加者となってデータを提供し、それを分析して結果を解釈する

ことで、研究テーマの深い理解を目指します。心理学の実験や調査、ならび

にデータ分析等に関心のある方の参加をお待ちしています。エクセル等を用

いたデータ処理と簡単な心理統計の基礎も体験できます。 

これまでに心理学等の授業を受講していない方や、PCの扱いに慣れていな

い方の参加も歓迎します。 

 

＊ご自身のＩＤ、パスワードが必要です。事前に確認してください。 

石幡 直樹先生 

英詩鑑賞 

鈴木 岩弓先生 

「民間信仰」研究の課題と方法 

和田 裕一先生 

心理学実験・調査を体験しよう 
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視聴学習室 住  所 電話番号 

大河原視聴学習室 
柴田郡大河原町大谷町向 126−4 

オーガ 2 階（大河原町駅前図書館内） 
0224-51-3330 

気仙沼視聴学習室 気仙沼市笹が陣 3-30（気仙沼市図書館内） 0226-22-6778 

角田視聴学習室 角田市角田字牛舘 10（角田市図書館内） 0224-63-2223 

石巻視聴学習室 石巻市羽黒町 1-9-2（石巻市図書館内） 0225-93-8635 

登米視聴学習室では、ＤＶＤやＣＤによる放送教材の視聴ができます。また、パソコンが設置

されていますので、インターネットを利用して放送授業を視聴したり、システムＷＡＫＡＢＡを

利用したりできます。 

〒987-0602 

登米市中田町上沼字舘 43（中田生涯学習センター内） 

TEL：0220-34-8081 FAX:0220-34-8084 

開室時間 火曜日～日曜日 9：00～17：00 

休 室 日 月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日） 

     年末年始（12月 28日～1月 4日） 

     図書特別整理期間（9月初旬・3月初旬） 

登米市中田生涯学習センター中田図書室内に「登米視聴学習室」が新設されました。 

今年度より、視聴学習室が 5 ヶ所になりました。これらは地元市町村のご協力によって運営

されています。近隣の視聴学習室を是非ご利用ください。 

他の利用者やスタッフに迷惑となるような行為はしないように注意してください。 
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登山サークル宮城山の会 
この会は、登山を通じて、学生間の相互の親睦を図り、自然に親しみつつ、地域文化にも触れる

ことを目的に掲げております。下山後は、温泉で汗を流し、学習のことなどについても情報交換を

しています。一番心掛けていることは「安全な登山」ということです。絶対に無理はしません。又、

登る山も、初級・中級・上級に分けて計画していますので、自分の興味・体力に合わせて選ぶこと

ができます。心地良い汗と山頂に立った時の満足感、温泉入浴は最高です。皆さんの入会をお待ち

しています。（年に数回の飲み会があります） 

◎会費：なし。活動費は実費 ◎活動計画：学習センター掲示板に掲示 

◎問い合わせ：加藤 隆 

パソコンサークル 
宮城学習センターのパソコン室を利用して学習しています。 

ワードは文書の書き方や、画像の取り込み、お絵かき、年賀状の作成、エクセルは関数を使った

表計算やグラフの作成、パワ－ポインはプレゼン用の画像作成や動画・音楽の取り込みです。その

他写真添付のメールの送り方等、多岐多様に学習しています。 

参加連絡は不要です。気が向いた時に自由に参加してください。またパソコンだけではなく下記

の行事も開催していて、学生同士の親睦に活発なサークルです。是非一度見学に来てください。 

◎開催日時：原則毎週火・水曜日 13:00～15:00 

◎担当者が早め（10:30頃）に来ていますので、疑問点などを受け付けています。 

◎年間行事 [参加自由] 

お花見会 4月  作品発表会 11月  クリスマス会 12月 

◎年会費：1,000円 

◎申し込み・問い合わせ：武者 茂 

まなびねっと大崎 
「学ぶ仲間がいる」そう思えると放送大学生活も変わります。地域の学生との交流を目的として

スタートしましたが、今では県北から仙南まで広がり、25人が登録しています。 

春と秋の年 2 回の交流会は、見学などの研修と昼食をとりながら交流を深めます。学習につい

て情報交換し、卒業を祝います。また『まなびねっとつうしん』で、会員のコミュニケーションを

図ります。活動の様子を学生控室に掲示しています。 

◎年会費：1,000円 

◎申し込み・問い合わせ：佐藤摩利子 
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心理学研究会 
心理学研究会では、月 1回、外部の臨床心理士の先生をお招きし、短期家族療法をはじめ、アサ

ーション、構成的グループエンカウンター、臨床動作法等、ロールプレイを取り入れながら楽しく

活動しています。 

会員は、臨床心理士、認定心理士、産業カウンセラー、心理系大学大学院受験を目標に経験を積

みたい、仕事や日常生活に役立てたい等目的は様々です。興味のある方は見学にいらしてくださ

い。放送大学のシステムや試験など、情報提供できればと思います。 

◎年会費：2,000円 

◎日時：月 1回 第 3又は第 4日曜日 14:00～16:00（メールで連絡いたします） 

◎場所：宮城学習センター講義室 

◎問い合わせ：鈴木 千登世 

英語同好会 E.S.S. 
皆さん、私たち「英語同好会 E.S.S.」のグループは、「生きた英語会話が出来るようになること」

を目標に勉強をしています。 

現在はカナダ出身の男性の先生から、ネイティブの英語会話をわかりやすく教えて頂いて、会員

の皆様から大変ご好評を受けています。 

さらに、授業が終わった後、都合の良い方々は、近くのお店に移動し、勉強の反省会や、皆さん

のニュースの交換も行っています。 

初心者からベテランまで、いろいろなレベルの会員がいますので、是非お気軽にご参加下さい。 

◎勉強日時：8月を除く毎月第 3土曜日 13:30～15:00 

◎会費：4～9月 3,000円、10～3月 3,000円 

◎問い合わせ：高橋ユミコ 

◎申し込み：携帯電話にご連絡ください。 

天文学入門ゼミ 
新学期です。 

 私たちは、天文学や宇宙論の最近の進展を学び、より広く自然や宇宙と人間との関わりに目を

向けて議論し考える場をつくっています。 

サークルの顧問は、関 宗蔵先生で、初心者でも楽しくわかる解説をして下さいます。 

目下使っている輪読テキストは、 

「僕たちは、宇宙のことぜんぜんわからない～この世で一番おもしろい宇宙入門～」 

ジョージ・チャム／ダニエル・ホワイトソン 著 水谷淳 訳 全 444頁 

ダイヤモンド社 税込価格：1944円 です。 

◎開催日時：「例会ゼミ」、月 2回（第 2・第 4金曜日） 14:00～15:30頃まで 

◎年会費：1,500 円 (テキストは別途購入) 

◎問い合わせ：(責任者)大島 民夫 

☆見学・参加申込み：ゼミ会場で（学期途中参加も歓迎） 
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囲碁同好会 
会員相互の親睦と絆を深めながら、学業の進展にも資するとともに、地域囲碁団体等との交流を

深め、そして生涯学習の場である放送大学の特色についてもＰＲすることを目的とし設立しまし

た。 

囲碁は覚えると一生つきあえる楽しく有用なものです。是非、囲碁同好会に加入して囲碁の楽し

さを共有してみませんか。入会、見学希望の方は気軽に例会にご参加ください。 

◎例会日：毎月第 1・3土曜日 13：00～16：00（学生掲示板に掲示） 

◎年会費：なし 

短歌会 曙杉の会 
新元号 令和 は現存する最古の歌集「萬葉集」を典拠とし、天皇から防人迄の和歌が編まれて

います。放送大学宮城学習センター『短歌会 曙杉の会』は大正、昭和、平成生まれの会員が新元

号に少し背を押されつつ短歌を詠み、愉しみ、鑑賞し合います。下記の通り、ご入会、ご案内申し

上げます。 

◎歌会：5月 23日（土）13:00～15:00 

8月、10月、12月、2月（原則第 2土曜日の 13:00～15:00） 

◎年会費：1,000円 

◎申し込み：菅原 千代 または、役員へ 

◎役員：代表-菅原 千代 副代表-遊佐 徳男 会計-秦 美枝子 幹事-菊地 正夫 

野村先生 政治経済学ゼミ 
野村正實先生（東北大学名誉教授、元放送大学客員教授）をお招きして、ゼミ「世界政治と経

済の今」を昨年に続いて開講します。世界政治と経済の現状について、野村先生がスライドを用

いて講義してくださいます。 

ゼミへの事前申込みは必要ありませんので、興味のある方はどうぞお気軽にご参加ください。 

なお、日程と講義室の場所は、入り口の掲示板または学習センター内のチラシなどでご確認く

ださい。 

初回：5/30 (土）14：00～15：30（左記以降予定日 6/27,8/29,9/26） 

石川先生 江戸文学ゼミ 
江戸文学は変体仮名とくずし字で書かれています。原文を読みながら江戸時代の風俗に触れて

みませんか。テキストは江戸前期に書かれた作者不詳の仮名草子「うすゆき物語」。書簡体恋愛小

説です。当時、恋文の文例集としても読まれたとか。石川秀巳先生（東北大学名誉教授、元放送

大学客員教授）のウンチクもお聞きできるかもしれません。 

参加ご希望の方は、直接、開催時間までに教室へお越しください。 

◎年会費：なし 

初回：5/7（木）15：00～17：00（原則 隔週木曜日） 
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は閉所日（月曜日・祝日） 

図書の館外貸出申込受付は、閉室時間の 20分前までにお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 曜日 
センター開所時間 

図書室・視聴学習室等利用時間 

通常 
火～金 10：00～18：30 

土・日 9：30～18：00 

単位認定試験期間 火～日 8：30～19：00 

 

 

 

４ 月 

日 月 火 水 木 金 土 

   １ ２ ３ ４ 

５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ 

１２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ 

１９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ 

２６ ２７ ２８ ２９ ３０   

５ 月 

日 月 火 水 木 金 土 

     １ ２ 

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 

１０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ 

１７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ 

２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ 

３１       

６ 月 

日 月 火 水 木 金 土 

 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ 

１４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ 

２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ 

２８ ２９ ３０     

〈4 月〉 

 ３日   オンライン授業開始 

１６日   教員免許更新講習（夏季）出願受付開始（～5/ 21） 

１８日    面接授業空席状況の発表・面接授業開始 

２４日   面接授業抽選 

 

〈5 月〉 

 １日   司書教諭集中科目履修生出願受付開始（～６/７） 

８日   通信指導提出期間 Web～29 日 17：00 

１５日   通信指導提出期間 郵送～29 日必着 

〈6 月〉 

１０日   2020 年度第 2 学期 第 1 回募集開始（～8/31） 

      〔大学院（選科・科目履修生）・教養学部〕 

１３日   オープンキャンパス 

２０日   卒業研究ガイダンス 

      大学院修士全科生入学希望者ガイダンス 


